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1 第２９回愛知県支部連合会総会を開催 
令和５年２月１２日（日）に、支部長、指導員等３５名の参加により、第２９回愛知県

支部連合会総会を開催いたしました。平成７年２月に初めての総会を開催して以来２９回

目となりました。 

  従来は支部対抗戦等の実施日に合わせて、また懇親を深める意味合いもあって、支部対

抗戦等開催の夕方に懇親会を兼ねて実施してまいりました。しかしながら新型コロナウイ

ルス感染状況を考慮し、総会の開催のみということで、名古屋市栄の愛旅連ビル会議室に

て午前１０時３０分から午前１１時２０分まで開催いたしました。 

  総会では、「２０２２年の活動のまとめ及び２０２３年の課題」、「２０２２年度会計

報告及び２０２３年度予算（案）」、「役員体制について」を主な議題といたしました。 

（※総会での主な配付資料は、東海普及連合会HPにも掲載してありますので、ご参照くだ

さい。）また、中山則男日本将棋連盟東海普及連合会事務局長から来賓あいさつをいただ

きました。 

  議題についてはそれぞれ説明の後、質疑応答を経て、参加者の皆様のご承認をいただき

ました。なお、役員体制については、今回は改選時期にあたりましたので、新たな副会長

として梅村徹（栄将棋教室支部）を、また、新たな幹事として榊原和久（栄将棋教室支

部）を選任いたしました。なお、大村和久八段がお亡くなりになったことから、中田章道

七段に東海普及連合会会長として顧問に就任いただきました。 

  質疑応答では、「小学生将棋名人戦の参加見込み」、「名古屋将棋対局場の見学」など

についての質問が出されました。 

  改めての説明になりますが、将棋の普及発展の根本的取組は、平成２３年４月に公益社

団法人として体制を整えた「公益社団法人日本将棋連盟」（以下「本連盟」と記載しま

す。）が担っています。そして、各地域での普及活動の基礎となるのが、支部であり、本

連盟として支部組織の拡充・支援に努めています。また、支部は、本連盟及び当該地域の

支部連合会と協力して普及活動を行うこととされています。 

愛知県支部連合会は、愛知県内の支部と連携しつつ、本連盟と緊密な連絡を保ち、支部

の普及活動及び将棋指導員の普及活動の下支えの役割を担っています。また、東海地域に

在住する棋士を中心とする日本将棋連盟東海普及連合会（会長：中田章道七段、事務局

長：中山則男六段）の指導・連携のもと、岐

阜県及び三重県の支部連合会とも連携協力し

て東海地域の将棋の普及発展に取り組んでい

ます。 

  現在、３９支部約１３００名の支部会員、

１７７名の将棋普及指導員を擁する愛知県支

部連合会ですが、平成７年の時点では、１３

支部約２００名の支部会員、数名の指導員と

いう状況でありました。その後、「愛知県内

子供がどこに住んでいても将棋が学べる環境
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の整備」を目標に掲げ、着実かつ継続的な取組みを通じて、普及活動の展開を進めてきま

した。現在では、全国でも有数な将棋普及活動の先進県となったところであり、指導員の

総数は県レベルで全国一という状況になっております。 

  現在は、新型コロナウイルス感染という厳しい情勢が続いておりますが、今年５月８日

から新型コロナの感染症法上の取扱いが「５類」に移行する見通しでもあり、日本将棋連

盟、自治体等の対応にも留意しながら今後の対応を講じていくこととなります。当面は、

感染防止対策を徹底した上で、できる範囲で無理のない取組みを進めていくこととなりま

す。そうした中、いつでも大会等を実施・再開できるような態勢を講じていく必要があり

ますが、実施内容については新たな生活環境様式という視点を考慮していくこととなりま

す。オンラインでの対局、指導ということも現実に実施されてきています。 

引き続き、関係の皆様と連携・協力して、将棋の普及活動に取り組んでまいりますので、

愛知県支部連合会の取組にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

2 公文杯第４８回小学生将棋名人戦愛知県大会を開催 
令和５年２月２３日（木・祝）、名古屋港

湾会館にて、公文杯第４８回小学生将棋名人

戦を開催しました。主催は、日本将棋連盟愛

知県支部連合会でした。 

当日は、公文杯第４８回小学生将棋名人戦

の東日本大会への代表者を決定する愛知県大

会と、交流将棋大会（高学年の部・低学年の

部）を開催しました。また、安用寺功孝七段、

阪口悟六段が来名され指導対局を行いました。 

愛知県大会では、５８名が参加し、午前中

は３～４名の予選リーグ戦を行い、２勝通過、

２敗失格というルールで、午後に決勝トーナ

メントを実施しました。優勝者は、飯田啓吾くん（蟹江町立蟹江小５）で、３月２６日

（日）東京「チサンホテル浜松町」で開催される東日本大会へ愛知県代表として出場しま

す。更なる活躍を祈念いたします。 

同時に開催の交流将棋大会では、高学年の部に１８名、低学年の部に４３名が参加しま

した。また、指導対局には５６名が参加しました。 

大会結果は次のとおりです。 

 優勝 準優勝 第三位 第四位 

小学生名人戦 

５８名 

飯田 啓吾 

(蟹江町立蟹江小５) 

華房 永茉 

(名古屋市なごや小５) 

塙 大河 

(名古屋市高見小４) 

吉永 悟 

(名古屋市千種区年長) 

高学年の部 

１８名 

小原 晃生 

(名古屋市滝川小６) 

氷上 倫太郎 

(日進市日進北小５) 

加藤 碧人 

(一宮市今伊勢小６) 

濱口 竣大 

(春日井市勝川小６) 

低学年の部 

４３名 

山村 博悠貴 

(清須市桃栄小３) 

加藤 夢人 

(一宮市小今伊勢小２) 

土生 つくる 

(名古屋市桃山小２) 

高橋 知隼 

(幸田町中央小３) 

 

3 第５２回全国支部将棋対抗戦・名人戦、 

第３０回全国シニア将棋名人戦の愛知県大会が開催 
令和５年２月５日（日）に、第５２回全国支部将棋対抗戦・名人戦、第３０回全国シニ

ア将棋名人戦の愛知県大会を開催しました。また、予選敗退者等を対象とした早指しトー

ナメントを実施しました。主催は日本将棋連盟愛知県支部連合会でした。 
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参加状況は次のとおりです。 

支部対抗戦＝２４チーム、支部名人戦＝１６

名、シニア名人戦＝１０名、早指しトーナメ

ント＝１５名 

今回は会場の都合もあって一般戦は実施し

ませんでしたが、全体として、前回を上回る

参加人数となりました。 

支部対抗戦では愛知棋匠会Ａ、支部名人戦

では水谷創さん、シニア名人戦では岩佐澄秀

さんが優勝しました。支部名人戦等の西日本

地区大会は、令和５年４月１５日（土）・１

６日（日）に神戸市内で開催予定です。代表

の皆さんのご活躍を祈念します。 

 

 優勝 準優勝 第三位 

支部対抗戦 

２４チーム７２名 

愛知棋匠会Ａ 

安本 興生 

太田 智貴 

前田  博 

春日井 

田中 勇人 

岡田 靖令 

六車 友平 

豊橋 

小野 貴則 

遠山  明 

福士 孝聡 

支部名人戦 

１６名 

水谷  創 

（名古屋創龍会） 

井上 輝彦 

（瀬戸将棋文化振興協会）

田中 景季 

（名古屋創龍会） 

シニア名人戦 

１０名 

岩佐 澄秀 

（棋友） 

加藤 文彰 

（豊田けやき） 

京  文雄 

（岡崎） 

早指しトーナメント 

１５名 

金川 卓平 

（尾張北） 

加藤  隼 

（尾張北） 

塚越 知史 

（名古屋市役所） 

 

4 令和４年度将棋指導者講習会

（名古屋）が開催 
令和５年２月１２日（日）午後１時３０分

から午後４時３０分まで、愛旅連ビル会議室

にて令和４年度将棋指導者講習会（名古屋）

が開催されました。主催は日本将棋連盟でし

た。当日は、日本将棋連盟から、鈴木大介常

務理事、神谷広志八段、磯辺丈敏普及推進部

長、三浦麗央普及課指導員係が出席しました。 



 4 

今回は、新型コロナウイルス感染状況を考慮し、主として将棋指導員希望者等に限定し

て１５名の参加者で開催しました。 

講習会の日程等は次のとおりです。 

挨拶  鈴木大介常務理事 

講義① 鈴木大介常務理事による入門・初心者指導法講座 

講義② 神谷広志八段による駒落ち定跡講座（初心者指導法講座） 

講義③ 山中利夫棋道師範による指導員体験談 

以上のほか、質疑応答が随時されました。今後は、４月２日（日）に桜華会館で開催予

定の将棋指導員資格審査に向けての対応を進めていくこととなります。 

 

5 第19回愛知県支部連合会初・二・三段位獲得将棋大会 
（1）と  き  令和5年3月21日(火・祝) AM9:30～受付 AM10:00対局開始 

（2）と こ ろ  愛旅連ビル3階会議室（日本将棋連盟栄将棋教室向い側） 

（3）資  格  愛知県・岐阜県・三重県在住の高校生以下 

（4）参 加 費  高校生1,500円（1,200円）、中学生以下1,000円（800円） 

        （ ）内は支部会員（会員証提示にて） 

（5）表  彰  優勝者に免状 第三位までに賞状・賞品  

（6）主  催  日本将棋連盟愛知県支部連合会 

（7）問 合 せ  日本将棋連盟愛知県支部連合会 電話052-253-9441 

 

6 春休みこども将棋講座（Sクラス） 
（1）と  き  令和5年3月27日(月)・28日(火) PM0:30～PM6:00 

（2）と こ ろ  愛旅連ビル3階会議室（栄将棋教室向側） 

（3）講  師  竹内貴浩四段 村田顕弘六段（27日） 菅井竜也八段（28日） 

（4）対 象 者  奨励会、研修会等を目標とする小中高生 

（5）定  員  40名（先着順） 

（6）参 加 費  10,000円 

（7）申込方法  ①氏名（ふりがな）、②学校・学年、③住所・電話番号をメールで 

taketakashogi81@outlook.jpまで 

（8）主  催  栄将棋教室 

（9）問 合 せ  竹内貴浩 電話090-1747-0679 

 

【東海普及連合会及び愛知県支部連合会の行事の日程】 

1. 3月11日(土) 第88回東海三県高校将棋大会 

 2. 3月21日(火･祝) 第19回愛知県支部連合会初・二・三段位獲得将棋大会 

3. 3月21日(火･祝) 初心者、初級者、将棋大会 

4. 3月26日(日) 名古屋市児童館講師団会議 

 5. 3月27日(月)、28日(火) 春休みこども将棋講座（Sクラス） 

 

会報の配信をご希望の方は東海普及連合会事務所までご連絡ください。東海普及連合会の

ウェブサイト（http://shogitokai.sakura.ne.jp）からダウンロードもできます。 

東海普及連合会、愛知県支部連合会へのご意見がございましたら遠慮なくご連絡ください。 

 

東海普及連合会事務所（平日13:00～17:00） 

〒460-0008 名古屋市中区栄四丁目12番21号第2栄スカイタウン4A 

電話 052-253-9441 FAX 052-253-9442 E-mail shogi_tokai@ybb.ne.jp 


